
 

  

 

2024 年５月 15 日 

各 位 

会 社 名 株式会社焼肉坂井ホールディングス 

代表者名 代表取締役社長 髙 橋 仁 志 

（ 東証スタンダード市場・コード番号 2694 ） 

問合せ先 取締役管理本部長 山 下  淳 

（ TEL．052 － 910 － 1729 ） 

通期連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

2024年２月14日に公表いたしました、2024年３月期通期（2023年４月１日～2024年３月31日）の連結

業績予想と本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

 

１．2024年３月期通期連結業績予想と実績値との差異（2023年４月１日～2024年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高  営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ）  
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

21,684 181 237 40 0.17 

実 績 値 （ Ｂ ） 22,817 529 606 235 1.00 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ）  1,133 348 369 195  

増 減 率 （ ％ ） 5.2 192.6 155.8 489.4  

（ご参考）前期実績 

（2023年３月期） 
23,055 △249 480 277 1.18 

 

２．差異の理由 

当連結会計年度におきましては、新型コロナウイルスの感染症法上の位置付けが５類に移行され、

各種の行動制限が緩和されたこと等により来店者数が増加したことに加え、寿司業態及び居酒屋業態

において首都圏を中心にインバウンド需要の増加が見られ、居酒屋業態においては12月に宴会需要、

３月には歓送迎会の需要の回復も見られました。また、主力事業である焼肉事業や、日常食・ファー

ストフード事業をはじめとする他の各事業においても、人件費や原材料価格、水光熱費等の高止まり

による影響こそあったものの、堅調に推移いたしました。 

その結果、売上高、営業利益、経常利益及び親会社株主に帰属する当期純利益は前回予想を上回り、

売上高228億17百万円、営業利益５億29百万円、経常利益６億６百万円、親会社株主に帰属する当期純

利益２億35百万円の実績となりました。 

 

以上 


